
プログラム番号 06067 

平成１８年度「国費外国人留学生(研究留学生)の優先配置を行う特別プログラム」 

 

【１．大学の概要】 

①大 学 名 

 研 究 科 名 

国立大学法人 福井大学 

工 学 研 究 科 

②学  長  名 児  嶋  眞  平 

③所  在  地 〒９１０－８５０７ 福井市文京３丁目９番１号 

所属部局・職名 学務部国際課留学生係長 

担 当 者 氏 名 藤 田 英 行
e-mail

ｱﾄﾞﾚｽ 
gkryugaku-k@sec.icpc.fukui-u.ac.jp④担 当 者 

 連 絡 先 

電話・FAX番号 
(電 話）０７７６－２７－８４０６ 

(ＦＡＸ）０７７６－２７－９７１５ 

⑤ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL 
 

 http://www.fukui-u.ac.jp/ 

⑥大学院在学留学生数        １３６人（うち、国費留学生 ４７人） 

 

 

【２．プログラムの概略】 

①プログラムの名称  工学研究科国際共学ネットワーク特別コース 

②プログラムの形態  工学研究科博士後期課程(３年間)   

  工学研究科 物質工学専攻    

③実施研究科・専攻 
（所在地）福井市文京３丁目９番１号 

 

④連携大学・研究科・ 

専攻名 

 

システム設計工学専攻 

ファイバーアメニティ工学専攻 

原子力・エネルギー安全工学専攻 

⑤受 入 れ 学 生 数 

              

９人（うち研究留学生優先配置人数：４人） 

        （うち日本人学生数：２人） 

⑥担 当 教 員 数  合計  １３４人 （うち専任；１０４人、兼担：３０人、非常勤：０人） 

所属部局・職名 工学研究科長・教授 

⑦研究科長(代表者)名 

研究科長名   鈴 木 敏 男  

 

 

 

 



 

【３．プログラムの内容】 

 

留学生の受入（平成13年度～17年度）

• 受入留学生数39人中、国費留学生
31人

• 88％の学位取得率
• 50％が派遣元機関に教員として復職

福井大学留学生同窓会組織

福井大学留学生同窓会を平成
1５年に設立

ﾏﾚｰｼｱ､ﾀｲ､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､韓国､中
国（４）、台湾に計９支部設立

学術交流協定校および
留学生同窓会ネットワーク

福井大学大学院
工学研究科

博士後期課程（4サブコース）

物質工学専攻
ｼｽﾃﾑ設計工学専攻
ﾌｧｲﾊﾞｰｱﾒﾆﾃｨ工学専攻
原子力･ｴﾈﾙｷﾞｰ安全

工学専攻

研究留学生 4名
私費留学生 3名
日本人学生 2名

工 学 研 究 科 国 際 共 学 ネ ッ ト ワ ー ク 特 別 コ ー ス
Global Network Engineering Program for International Students (GNEPIS)

学術交流協定校（６２校）

中国･韓国･米国･ﾛｼｱなど

国費外国人留学生

の派遣

学位取得

継続的な留学生
の受入

強化・
発展

国際共学制

博士後期課程
研究留学生 6名
私費留学生 3名

博士前期課程 私費留学生 3名

工 学 研 究 科 国 際 総 合 工 学 特 別 コ ー ス
Global Engineering Program for International Students (GEPIS)

国際ネットワーク
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図 1 福井大学における特別コース教育プログラムの概念図 

 

○ 内容及び特色 

 大学院工学研究科国際共学ネットワーク特別コースの学生は，「物質工学」，「システム設計工

学」，「ファイバーアメニティ-工学」，「原子力・エネルギー安全工学」のサブコースに属する。

学生は，その関心に応じてサブコースを選択するが，一方では，各サブコースは密接な関係のもと

に運営されているので学生はその関心に応じて他のサブコースの科目も選択し，自らの履修体系を

自由に構築することができる。 

 

物質工学専攻 

 物理工学 
分子工学 

 生物応用化学 
 物質加工学 

 

ｼｽﾃﾑ設計工学専攻 

 知識情報ｼｽﾃﾑ 
 電子ｼｽﾃﾑ 
 ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ 
 建築都市ｼｽﾃﾑ 

ﾌｧｲﾊﾞｰｱﾒﾆﾃｨ工学専攻 

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄﾌｧｲﾊﾞｰ工学 

光情報工学 

ｱﾒﾆﾃｨ工学 

ﾌﾛﾝﾃｨｱﾌｧｲﾊﾞｰ工学 

原子力･ｴﾈﾙｷﾞｰ安全 

工学専攻 

 原子力安全工学 
 地域共生工学 
 原子力発電安全工学 
 ﾌﾟﾗﾝﾄｼｽﾃﾑ安全工学 

図 2 本プログラムのサブコース 

○ 教育・指導体制 

（1） 使用言語 

演習・研究会・学位論文作成等全課程を通して英語のみを媒介語とする。 

（２）指導教員 

主指導教員，副指導教員からなる複数教員による指導を行う。 

（３）国際的な研究活動 

国際シンポジウム及び国際会議等で発表する機会を設ける。 

（４）進路 

学術交流協定校の若手教員を受入れて、中核教員として復職してもらう形態が主たる進路

目標である。また、国際戦略を展開する国内及び県内企業への就職も推進する。 



（５）その他 

留学生が日常生活を送る上で困らないように、又、日本での就職を可能にするために日本

語の科目も提供する。 

 

学術交流協定校および
留学生同窓会ネットワーク

福井大学大学院
工学研究科

国際共学ネットワーク特別コースの特色

国際的な研究活動
英語による研究指導
国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等への積極的参加
人的国際ﾈｯﾄﾜｰｸ形成
留学生同窓会ﾈｯﾄﾜｰｸの有効活用
きめ細やかな指導体制
一人の留学生に対する複数指導体制
日本人学生の国際化育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの導入
留学生との共学による日本人学生の国際力向上

国際共学ネットワーク特別コースの成果および波及効果

学術交流協定校若手教員の研究能力向上
協定校との関係強化および学術共同研究の拡大･展開
日本人学生の国際競争力向上及び個人ﾚﾍﾞﾙ～大学ﾚﾍﾞﾙの様々なｽｹｰﾙの国際的ﾈｯﾄﾜｰｸ構築
各国教育界及び産業界における知日派･親日派の増加

• 学位取得
• 途上国人材教育
• 修了後のフォローアップ
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 図 3 本コースの特色と成果および波及効果 

 

○募集方法、募集対象国、学内選考方法 

 

    募集方法：原則公募とし,本学ホームページに募集要項等を掲載する。 

更に,本学の国際的な連携ネットワークを構築するため,学術交流協定校及び福

井大学留学生同窓会各国支部の両ネットワークを軸として募集する。 

    募集対象国：途上国人材育成支援を図るため,東アジア,東南アジア,南西アジアを網羅しな

がら,アジアの開発途上諸国を主たる対象とする。 

   学内選考方法：入学選考は工学研究科教授会が行う。また、当該専攻教員による訪問面接

、または、複数の教員によるインターネットインタビューと電話インタビュー

 を実施する。更に,福井大学留学生同窓会各国支部代表も各国における面接を

 実施し,面接結果を参考資料として本学選考委員会に報告する。 
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